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   令和４年度第２回千葉市防災会議防災・減災対策検討部会会議録 

 

１ 日 時： 令和４年１１月２４日（木） 午後２時３０分～午後４時００分 

 

２ 場 所： 千葉市役所 本庁舎３階 危機管理課内オペレーションルーム 

 

３ 出席者： （委員）計７名 

中井委員（部会長）、座間委員、坂東委員、淺岡委員、佐久間委員、谷野委

員、松本委員 

※ 欠席者５名 

 

（事務局） 

危機管理課：國方課長、草場主査、田頭主事 

 

（オブザーバー） 

山内様（東京ガスネットワーク（株）千葉支社長 塩入様代理） 

高澤様（東京電力パワーグリッド（株）千葉総支社長 伏見様代理） 

保田様（東日本電信電話（株）千葉支店長 境様代理） 

防災対策課：田中課長 

 

４ 議 題 

（１）「千葉市国土強靱化地域計画」改定経緯・ポイントについて 

（２）「千葉市国土強靱化地域計画」アクションプラン編掲載事業について 

（３）その他 

 

５ 配布資料 

（１）資料１    「千葉市国土強靱化地域計画」概要 

（２）資料２    「アクションプラン編掲載事業について」 

（３）参考資料１  「今後のスケジュールについて」 

（４）参考資料２  「千葉市国土強靱化地域計画」基本計画編 改定素案 

（５）参考資料３  「千葉市国土強靱化地域計画」アクションプラン編 改定素案 

 

６ 議事の概要  

（１）「千葉市国土強靱化地域計画」改定経緯・ポイントについて 

事務局より資料１に基づき説明の後、質疑応答が行われた。主な意見は次のとおり。 

ア 計画の位置づけについて、他局への働きかけが必要。 

 

（２）「千葉市国土強靱化地域計画」アクションプラン編掲載事業について 

事務局より資料２に基づき説明。主な意見は次のとおり。 

ア 防災拠点における自立分散型エネルギーシステムについて。 

イ 「防災リーダーの養成」は受講者数も記載すべき。 

ウ 災害時の飲料水や消防水利について。 

エ アクションプラン編の重点事業について内部での取り決めすべき。 
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（３）その他 

  事務局より参考資料１を使用し、今後の改定スケジュールを示した。 

 

７ 会議経過 

（１）「千葉市国土強靱化地域計画」改定経緯・ポイントについて 

【山内様】 

都市局の計画である「千葉まちビジョン」にはアンブレラ計画である本計画名

が出てこない。他局の計画との連携も必要ではないか。 

【事務局】 

各所管課に伝える。 

 

（２）「千葉市国土強靱化地域計画」アクションプラン編掲載事業について 

【山内様】 

防災拠点について、自立分散型エネルギーシステム導入の考えはあるか。 

【田中課長】 

来年度までに指定避難所への太陽光発電パネルと蓄電池を整備する計画である。 

屋根の耐荷重や日照条件などにより設置できない避難所には大型の蓄電池の導

入を予定している。照明や通信機器、スマートフォンの充電などを想定している。 

  【松本委員】 

「防災リーダーの養成」について、令和４年度末の受講者数は何名か。受講人

数を記載すべきではないか。 

【田中課長】 

今年の受講予定人数は 150名弱の見込みである。 

【松本委員】 

受講人数も示すようにしてもらいたい。 

  【事務局】 

承知した。 

【中井部会長】 

千葉市の飲料水や消防水利のための設備について聞きたい。 

【田中課長】 

１中学校区に１か所の非常用井戸を持っている。そのほか、災害時に井戸水を

提供してもらうよう一般家庭との協定もあるが、水質の問題があり、飲用できな

い場合もある。 

そのため、ペットボトル約１万本（避難想定人数の 3 日分）を備蓄している。

また、貯水槽への蛇口設置に取組んでいる。 

【中井部会長】 

消防水利はどのようになっているのか。 

  【事務局】 

消火用の水槽を設置している。 

【中井部会長】 

東京都は、公園の地下に受水槽を整備している。予算の問題はあるが、千葉市

でも消防水利について整備に取り組んでもらいたい。 

【事務局】 

消防局に伝える。 
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【坂東委員】 

公共交通の利便性向上と紐づいている「パーク＆ライド」「モビリティハブ」は

どういった事業か。 

【事務局】 

所管課に確認後、共有する。 

【中井部会長】 

シームレス化とはどういう意味か。 

【坂東委員】 

発災後、滞留している利用者を帰す方法ととらえているが、本計画でも同様か。 

  【事務局】 

所管課に確認後、共有する。 

【中井部会長】 

アクションプランは事業数が多いため、限られた時間で全て精査するのは難し

い。重点的に取り組む事業に焦点を絞るなど、内部ではある程度整理すべき。 

【事務局】 

承知した。進捗管理は全ての事業で行うが、対外的にも千葉市の重点取り組み

事業を分かりやすく示すなど、特徴が出る形とすることとしたい。 

 

（３）その他 

  【事務局】 

     本部会で出された意見を検討し、「千葉市国土強靱化地域計画」に反映する作業

を１２月に実施する。その後、令和５年１月１０日から令和５年２月９日まで、

パブリックコメントにて、市民に意見を求め、市としての見解を２月中に公表す

る。３月に千葉市議会へ報告を行い、報道発表、ホームページへの掲載、各図書

館、各区地域振興課、市政情報室へ計画を配布し、公表とする。 

 
 


